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マイヒストリー                全教科において、工夫改善しながら使用 

 

いわゆる「振り返りカード」です。本校では、全教科共通でこの「マイヒストリー」を使
用しています。 
「マイヒストリー」の特徴として「『記述による生徒の変容の見取り』＋『選択式による

働かせた（い）見方・考え方の見取り』」であることが挙げられます。この点を強化してい
くことが研究のポイントになります。「記述による生徒の変容の見取り」は、今後、新学習
指導要領における評価の観点「主体的に学習に取り組む態度」へ生かしていかなければなり
ません。また、「選択式による働かせた（い）見方・考え方の見取り」は、文科省が深い学
びを「～各教科等の特質に応じた『見方・考え方』を働かせながら～」と示している以上、
各単元・題材ごとに明確にしていかなければならないものです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

  

・令和２年度，各教科において，全学年・全単元および題材に対応したマイヒス
トリーを作成しました。各単元・題材において働かせたい見方・考え方を３～
５項目設定したものが完成しています。今年度はそれを引き継ぎつつ，担当者
の指導観・単元観に応じてさらにアップデートしていくことを研究のポイント
とします。 

 ※研究授業がある場合は，指導案の「２」とこの項
目が整合しているように！ 

項目に○は付いていますが，文面からはまだ
「部分を抜き出す」という見方・考え方への
意識の高まりは感じられません。 

「既習事項を使おうとする」ことが，
単元を超えて有用であると実感してい
ます。 

価値付けは少しオーバーなぐらいでちょうどいい気がします。 

☆ 

上の「☆」と比較しても明らかですが，「部分を抜き出す」という見方・考え方が「働かせられて嬉しい」「働
かせきれず悔しい」と強く意識されるようになっています。見方・考え方が鍛えられ，この生徒の中で確か
なもの（他の場面にも生きるもの）になっている過程と考えられます。 
⇒絶えず授業の中で「提示する（助言する）」「働かせた場面で価値付けする」等を繰り返してきた成果です。 


